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Ⅴ．その他推進すべき施策 

３．文化財の魅力の発信強化や先端技術との連携 

文化財の持つ潜在的な力を一層引き出し，多くの人の参画を得ながら社

会全体で文化財を支えていくためにも，文化財の魅力の発信強化が必要で

ある。 

史跡における復元建物は，史跡の本質的な価値を構成するものではない

が，その価値を広く知ってもらうためのものであり，適切に行われるので

あれば，文化財の積極的な活用に資するものである。例えば史跡に存在す

る鉄筋コンクリート造天守の強度の問題や，天守復元の動向など，地方公

共団体の実態を含め全国的な動向を把握した上で，復元建物の在り方につ

いて積極的に調査検討することが必要である。 
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